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ばでした｡ 信 じ難いことですがこの構内に ｢いた
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新 しい動物実験の実情 を調査 され,昭和32年に
八木医学部長が渡米されて Texas大学 Taylor学
長との間に純系マウスを本学へ分譲 してもらう
ことについての交渉が成立しました｡翌昭和33年,
Baylor大学解剖学教室 Kirschbaum教授のマウ
スコロニーと一部 Texas大学から10系統の純系
マウスが空輸され,本学に待望のマウスコロニー
の設置が実現しました｡ この背景には井田博士,
Baylor大学の Liebelt博士の大きい貢献があり
ましたが,これらマウスコロニーの歴史について
は大森正樹講師 (現香川医科大学病理学教授)の
論文1) に詳 しく述べられています｡これらのマウ
スはしばらくの間病理学教室を借 り住いとしてい
ましたが,やがて旧衛生学教室を撤去する際西端
に残された一画の2階へ移りました｡ マウスコロ
ニーの運営は医学部長を委員長とする委員会によ
って行われましたが,実務は浜崎教授が担当され,
幸い優れた飼育担当者藤田甫君 (現香川県立中央
病院病理部長)を得て運営が軌道に乗りました｡
一方,近代的を中央システムの実験動物室を建
設するという本学の今一つの大きい目標は,何様
にも高額の予算を必要とすることとて容易に達成
されそうを気配がみられませんでした｡ しかし犬
の鳴き声に対する病棟の苦情に対処する必要も生
じたので昭和43年頃動物実験センター建設委員会
が作られ,文部省へ概算要求を提出すると共に,
西田医学部長が度々陳情に出掛けられました｡そ
の結果,昭和45年に至り文部省から建設につき明
るい見通しを得,早速山崎英正教授を委員長とす
る総合実験動物室建設委員会が結成され,マウス
コロニー (系統保存部門)を含む6部門よりなる
新しい総合実験動物室の構想が出来ました｡ 以来
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6学内あげて資料作りに努力し,昭和46年に総合動
物実験共同施設建設計画書を印刷 しました｡
私はマウスコロニーの時代から引続いてこの建
設委員会に関係したためでしょうか,山崎委員長
から新しい施設の構想や運営方針についてしばし
ばご相談をうけました｡昭和45年委員会が結成さ
れると,山崎委員長,千原施設課長,丸山係長,
医学部阿部係長と共に滋賀県油日と大阪の塩野義
研究所を訪ね,近代的を動物施設を視察 し,また
機会ある毎に各地の諸施設を見学しました｡塩野
義の施設は規模が大きく,到底真似出来そうには
思えませんでしたが,細部の設備で参考になると
ころ多大でありました｡
ところで,この様にして本学の永年の夢が実現
するというのに,いざ近代的を施設が出来上った
暁には光熱水道費を含めた維持運営の困難さが懸
念され,期待とは裏腹に誰しも-沫の不安を隠し
切れませんでした｡設計図を前に ｢据え膳食わぬ
は男の恥というからをあ｣ と洩らされた山崎委員
長のお言葉を想い出します｡しかしこの心配は建
築が2期工事に分れることで幾分緩和され,再び
最終設計にとりかかり,種々の段階を経て昭和48
年3月,系統保存部門,犬部門,特殊動物部門を
収容する総合動物実験室 (文部省の指示により総
合実験動物室を改称)第1期工事1,141m2が竣工
しました｡この間に,昭和47年,山崎委員長のご健
康が勝れず,西田教授が運営委員長を交替され,使
用規準も出来ました｡第1期工事がすむと間もな
く妹尾教授が文部省から非公式に今後計5,000m2
までの動物施設が建築可能との情報を入手された
のに基づき,この線で第2期工事を要求し,学内
の全動物を収容する中央施設を建設する計画が進
められました｡文部省としてもこの規模の施設を
国立大学の全てに一度に建てることは出来ず,堰
番待ちの形で数年が経過しました｡ 昭和50年に,
小坂医学部長のご命令で全国国立大学動物実験施
設長会議に出席した折,新設された東京大学の7
階建ての施設を見学し羨望を覚えました｡ 聞けば
医学部と農学部の各教室が運営費に年間50万円を
提供しているとのことでした｡
西田委員長が香川医科大学副学長としてご栄転
されることとなり,昭和54年 6月から私が運営委
員長を拝命し,矢部教授が副委員長として力強く
補佐 して下さいました｡昭和55年,ようやく岡山
大学医学部附属動物実験施設の設置が認可され,
大藤医学部長を委員長とする設置準備委員会が発
足し,旧総合動物実験室運営委員会は新施設が完
了して新しい機構が軌道に乗るまで併存し,実務
を続けることになりました｡ 私の委員長はこの過
渡期の短い間でしたが,文部省への概算要求に際
し大藤医学部長,矢部副委員長と共に人員構成に
ついて大いに苦慮したことを覚えております｡そ
の節にはここにおられる農学部の猪教授,鳥海教
授に大変お世話様になり,またご迷惑をおかけ致
しました｡この席で改めて厚く御礼申し上げます｡
また大藤学部長,小池事務長のお供をして全国的に
運営が円滑であると評判の高い鹿児島大学医学部
の施設を見学に参り,運営方法を聞くほかP3実
験室や犬の声帯をとる手術などをみて釆ました｡
以後の経過は皆様もよくご承知の如くで,昭和
55年の秋に倉林譲助教授が就任され,学内あげて
最終計画に向って努力し,3,334m2の2期工事の
完成と共に昭和58年から新見医学部長を初代施設
長とする動物実験施設が発足したのであります｡
本日,いちいちお名前を申し述べる余裕があり
ませんでしたが,実に多くの方々の真剣を努力の
累積が見事に実を結んだことを忘れてはなりませ
ん｡今この白亜の殿堂を眺めをがら越 し方を顧み
る時,正に今昔の感一入の思いが致しますと共に,
多くの方々の願いがこめられた我が岡山大学医学
部附属動物実験施設が益々発展する様心から祈念
するものであります｡
ご清聴 を有難 うございました｡
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